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1．はじめに 

 本稿では，理想化された架空の小規模ネットワー

クを用意し，数値的な計算により交通流捕捉型施

設の施設配置を行う．ネットワークのトポロジーによ

って交通流捕捉型の施設配置にはどのような影響

があるのかを検討する．最適配置のアルゴリズムに

は greedy法(貪欲法)を用いる． 

2．交通流捕捉型の施設配置問題 

2．1．問題の定式化 

交通流捕捉型の施設配置問題とは道路ネットワ

ーク上に流れる交通流を捕捉する施設を配置する

問題である[1]． 最適化問題として以下のように定

義される． 
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ここで変数の内容を表 1に示す． 

表 1．変数の定義 
p 施設配置数 
Rij  リンク iに経路 jがあれば 1それ以外は 0 
fi  i番目の経路の流量 
yi fiが捕捉されていれば 1それ以外は 0 
xi リンク iに施設が配置されていれば 1 

それ以外 0 
 
この問題は各施設の捕捉する交通流ができるだ

け共食いを起こさないように施設を配置する整数

計画問題となっている． 

2．2．数値計算に用いるネットワーク 

ノード数 25，リンク数 40 の格子状のネットワーク
を図１に示す． 

 
 

 

リンク𝑖のコストℓ𝑖は最短経路が一意に決定される

ように以下のように定義する． 
ℓ𝑖 = 𝐶𝑖 + 𝜀 

ここでεは乱数で平均 0標準偏差0.5の正規分布を
とる．𝐶𝑖はリンクの距離で定数である．交通流は全

てのノード間に最短経路で単位流量を配分するこ

とにより求める．施設はリンクに配置されることとし，

1つのリンクには 1つの施設が配置される． 

3．数値計算の結果 

 
図 2．施設の配置結果 

 

モデルに乱数が含まれているので数値計算は 5
回行って通過した回数の平均を求める．図 2 に配
置施設の数が 10 のときの結果を示す．図中のリン
クに沿えられた数はリンク交通流量の平均値である．

リンクの色は各試行で施設が配置された回数を表

している． 
格子状のネットワークではすべての OD 間の交

通は中心部分を通過する割合が高く，選択される

リンクも中心部が多い．ノード間(7，8)，(14，19)な
どは通る回数が多く，80%の割合で施設が配置さ
れている．中心付近に施設が多く配置される要因

はネットワークの中心部を通過する頻度が増えるた

めと考えられる． 
4．おわりに 

 本稿では，貪欲法を用いて数値計算を行った．

今後の課題として先行研究[1]で報告されている
VSH法での比較検討が挙げられる． 
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図 1．格子状ネットワーク 
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